















って冬季に活動している。 2 会員は女性ばかり六 人、活動内 容は有名文
化人との会食および会話を通じて相互の教養を高めることである。つぎの会















































































れは、パリンジャー夫人の“wehave been so absorbed in-"“We've been 







“[Some] people say that one of your last books was saturated with 
[Xingu]" (218)についても“[We're]dreadfully anxious to know just how 
































くと思ったのねJ(you always found it went swimmingly)と応じると、会長
は答えるー「もちろんむつかしい箇所はあるわよJ(Of course， there are 
difficult passages) (219)と。彼女は“Xingu"を本と思 ったのである。だが、
結末でグライド嬢はこの台詞を思い出してr"、い、ロビー夫人のせいであなた
はシング一川を難なく泳いで行ったと口にしたのよJ(you know she made 














































































ブの会長たる彼女は「最新の本J(the Book of the Day)の収集に励み、



























































































































































































1 Edilh Wharlon: The COnlemporary Reviews (Cambridge‘ Cambridge University 
Press， 1992)，227-37 掲載されている 六紙のうち肯定的な評価については 227，
229，231-2， 233を、否定的なー紙については 236を見よ 。
2 使用テキストは、 EdithWharton， “Xingu，" in The CoJJecled Shorr Slories 01 
Edilh Wharlon， 2vols.， ed. R. W. B. Lewis (New York: Charles Scribner's Sons， 
1968)， vol.l， 209-29により、引用頁は本文中に括弧で示す。なお 、この作品 の
初出は 1911年 12月の Scribner'sMagazine. 
3 興詩主要編『古典落語(上)~ (東京:講談社、 1972)、 182・8.
4 加島祥造『アメリカン・ユーモア~ (東京:中央公論社、 1990)、92
S テキストは EdithWharton， The Uncollected CrilicaJ Wrilings， ed. Frederick 
Wegener (Princeton: Princeton University Press， 1996)により、引用頁は本文中 に
括弧で示す。
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